
今
春
の
桜
前
線
は
例
年
よ

り
早
く
走
り
過
ぎ
て
い
き
、

入
学
式
の
頃
に
は
葉
桜
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
▼

14
日
、
久
々
に
日
本
共
産

党
演
説
会
が
砂
町
小
体
育
館
で
開

か
れ
、
弁
士
に
は
都
議
選
、
参
院

選
の
三
人
の
候
補
者
が
揃
い
ま
し

た
。
右
よ
り
の
危
険
な
路
線
に
踏

み
こ
む
「
不
安
倍
増
内
閣
」
へ
の

怒
り
を
胸
に
、
強
風
を
つ
い
て
集
っ

た
８
０
０
人
余
の
聴
衆
で
場
内
は

熱
気
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
▼
演
説

は
い
ず
れ
も
、
オ
ー
ル
与
党
の
悪

政
を
斬
り
、
建
設
的
提
案
で
行
動

す
る
党
の
議
席
の
役
割
と
値
打
ち

を
語
り
、
二
つ
の
選
挙
で
の
勝
利

の
意
義
を
訴
え
ま
し
た
。
そ
こ
に

共
通
す
る
の
は
、
憲
法
を
守
り
生

か
す
政
治
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と

で
す
▼
虚
構
の
多
数
を
占
め
た
安

倍
政
権
は
、
明
文
改
憲
の
絶
好
の

機
会
と
ば
か
り
に
、
維
新
の
会
や

み
ん
な
の
党
と
結
ん
で
参
院
選
に

の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。
４
月
28
日
に

は
「
主
権
回
復
の
日
」
式
典
を
予

定
。
52
年
の
単
独
講
和
と
と
も
に

発
効
し
た
安
保
条
約
に
よ
っ
て
、

日
本
全
土
に
米
軍
基
地
が
お
か
れ
、

現
在
も
北
朝
鮮
の
暴
走
の
目
標
に

さ
れ
る
な
ど
、
世
界
に
例
の
な
い

異
常
な
事
態
が
続
い
て
い
ま
す
▼

米
国
に
従
属
し
た
統
治
権
の
回
復

を
祝
う
の
が
自
民
党
型
政
治
で
す
。

国
民
主
権
と
平
和
的
生
存
権
の
憲

法
こ
そ
が
戦
後
日
本
の
出
発
点
で

す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
食
料
主
権
、

経
済
主
権
ま
で
売
り
渡
す
暴
挙
は

絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。

救
国
の
道
を
切
り
拓
ら
く
日
本

共
産
党
の
前
進
を
！

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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リ
レ
ー
ト
ー
ク
に
参
加
し
た

宇
都
宮
健
児
さ
ん
は
「
福
島
第

一
原
発
で
は
、
ネ
ズ
ミ
一
匹
が

配
電
盤
に
侵
入
し
、
使
用
済
み

燃
料
プ
ー
ル
を
冷
や
す
た
め
の

冷
却
装
置
が
停
止
す
る
と
い
う

危
険
な
事
態
が
起
こ
り
ま
し
た
。

ネ
ズ
ミ
一
匹
で
そ
の
冷
却
装

置
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
原
発
が

な
ぜ
安
全
だ
と
い
え
る
で
し
ょ

う
か
。

福
島
か
ら
は
今
で
も
15
万
人

以
上
の
方
た
ち
が
避
難
生
活
を

し
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

も
関
わ
ら
ず
東
電
は
、
賠
償
の

打
ち
切
り
を
は
じ
め
ま
し
た
。

被
害
を
受
け
た
す
べ
て
の
方
た

ち
の
生
活
と
健
康
を
守
る
の
は
、

加
害
者
で
あ
り
安
全
神
話
を
進

め
て
き
た
国
と
東
電
に
あ
る
。

す
べ
て
の
被
災
者
支
援
と
原

発
ゼ
ロ
の
社
会
を
め
ざ
し
て
頑

張
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
訴
え
か

け
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
あ
ぜ
上
三
和

子
都
議
、
正
保
み
き
お
区
議
も

リ
レ
ー
ト
ー
ク
に
参
加
。

あ
ぜ
上
都
議
は
「
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
能
力
は
50
基
あ
る
原

発
の
40
倍
と
環
境
省
の
調
べ
で

も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
、
ご
一
緒
に
脱
原
発
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
す
す

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
た
い
へ
ん
風
の

強
い
な
か
で
、
多
く
の
人
た
ち

が
力
強
く
『
原
発
ゼ
ロ
！
』
を

呼
び
か
け
、
署
名
活
動
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

３
月
29
日
、
昼
休
み
に
も
か

か
わ
ら
ず
区
労
連
、
全
印
総
連
、

新
聞
関
係
労
組
の
百
名
に
上
る

組
合
員
が
参
加
し
、
木
場
２
丁

目
公
園
か
ら
春
闘
パ
レ
ー
ド
を

行
い
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
、
ア
サ

ガ
ミ
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
労
組
は

「
本
日
は
賃
上
げ
回
答
の
団
交

日
で
、
要
求
実
現
の
た
め
頑
張

り
た
い
」
。

区
労
連
か
ら
は
「
大
手
企
業

は
一
時
金
な
ど
で
前
進
が
あ
る

が
、
中
小
企
業
で
は
経
営
も
悪

化
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。

し
か
し
大
幅
賃
上
げ
で
景
気
回

復
を
勝
ち
取
り
た
い
」
と
決
意

表
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
で
は
沿
道
を
行
き

か
う
人
た
ち
に
「
大
幅
賃
上
げ

を
勝
ち
取
ろ
う
」
「
消
費
税
増

税
反
対
」
「
誰
で
も
時
給
千
円

以
上
の
最
低
賃
金
を
」
な
ど
力

強
く
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
訴

え
ま
し
た
。

区
議
会
第
一
回
定
例
会
（
3

月
28
日
閉
会
）
で
は
、
東
京
都

よ
り
豊
洲
の
築
地
市
場
移
転
予

定
地
の
土
壌
汚
染
対
策
、
お
よ

び
市
場
施
設
整
備
を
「
1
年
遅

ら
せ
る
」
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
理
由
は

①
こ
れ
ま
で
「
汚
染
は
な
い
」

と
さ
れ
て
い
た
不
透
水
層
ま
で

汚
染
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
、
対
策
の
必
要
な
土
壌
が
当

初
（
28
万
㎥
）
の
１
・
５
倍
に

膨
れ
上
が
っ
た
。

②
地
中
に
撤
去
が
必
要
な
「
杭
」

な
ど
想
定
外
の
障
害
物
が
あ
っ

た
。

③
土
壌
の
移
動
に
制
約
が
あ
り

時
間
が
か
か
る
、
な
ど
で
す
。

ま
た
、
工
事
費
用
も
８
６
億

円
の
追
加
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

不
透
水
層
の
汚
染
や
松
杭
や

コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
が
大
量
に
埋

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、

以
前
か
ら
学
者
や
関
係
者
か
ら

指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。

共
産
党
区
議
団
は
、
都
が
こ

う
し
た
声
に
耳
を
貸
さ
ず
に

「
移
転
あ
り
き
」
で
強
引
に
工

事
を
推
し
進
め
て
き
た
結
果
が

今
日
の
事
態
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
鋭
く
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。

極
め
て
ず
さ
ん
な
情
報
の
出

し
方
や
内
容
に
つ
い
て
も
厳
し

く
批
判
し
、
徹
底
し
た
調
査
を

求
め
て
い
ま
す
。

土
壌
汚
染
を
め
ぐ
っ
て
は
、

つ
い
最
近
も
「
大
島
小
松
川
公

園
」
で
安
全
対
策
の
処
理
を
し

た
は
ず
の
六
価
ク
ロ
ム
が
、
環

境
基
準
の
３
千
倍
超
と
い
う
汚

染
が
見
つ
か
り
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

東
京
ガ
ス
跡
地
は
深
刻
な
汚

染
状
況
で
こ
れ
を
な
く
す
完
全

な
対
策
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

築
地
市
場
の
再
整
備
で
「
食

の
安
全
」
を
第
一
に
考
え
る
都

政
へ
の
転
換
が
必
要
で
す
。

土
壌
汚
染
の
徹
底
し
た
調
査
を

―
豊
洲
の
築
地
市
場
移
転
予
定
地
―

大
幅
賃
上
げ
で
暮
ら
し
や
す
い
世
の
中
に
！

区
内
労
組
が
春
闘
昼
休
み
パ
レ
ー
ド
で
訴
え
！

「
移
転
あ
り
き
」
で
ず
さ

ん
な
都
の
調
査
と
計
画

“
食
の
安
全
”
を
守
れ

福島を忘れない 原発いらない
亀戸ホコ天大宣伝行動

４
月
７
日
、
歩
行
者
天
国
で
に
ぎ
わ
う
亀
戸
十
三
間
通
り

で
、
「
さ
よ
な
ら
原
発
・
江
東
」
主
催
の
亀
戸
ホ
コ
天
大
宣

伝
行
動
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
宣
伝
は
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
進

め
ら
れ
、
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
様
々
な
形
で
『
原
発
ゼ
ロ
！
』

を
訴
え
ま
し
た
。

山
崎
区
長
に
、
「
国
保
料
値
上

げ
を
中
止
せ
よ
」
と
申
入
れ
を

す
る
日
本
共
産
党
区
議
団



ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
主
な
特
徴
は

①
事
業
主
の
年
齢
は
50
代
以
上
が

21
件
（
87
％
）
と
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
。

②
「
後
継
者
が
い
な
い
」
が
６
割

近
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
。

③
売
上
げ
・
利
益
は
前
年
比
減
が

８
割
を
超
え
、
大
型
店
出
店
の
影

響
が
大
き
い
と
の
回
答
が
15
件
あ

り
ま
し
た
。

消
費
税
に
つ
い
て
は
、
価
格
に

全
く
転
嫁
で
き
て
い
な
い
が
４
割

近
く
を
占
め
、
増
税
の
影
響
に
つ

い
て
は
２
０
件
（
83
％
）
が
「
悪

く
な
る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
健

康
面
で
も
一
日
10
時
間
以
上
働
く

事
業
主
が
６
割
を
超
え
、
全
く
休

ま
ず
働
い
て
い
る
実
態
も
あ
り
ま

し
た
。

行
政
に
望
み
た
い
こ
と
の
ト
ッ

プ
は
「
消
費
税
増
税
中
止
」
が
14

件
で
、
介
護
保
険
料
引
下
げ
11
件
、

国
保
料
引
下
げ
10
件
、
そ
し
て
大

型
出
店
を
規
制
し
て
ほ
し
い
と
い

う
声
も
９
件
あ
り
ま
し
た
。

江
東
区
労
連
は
こ
の
結
果
を
も

と
に
江
東
区
へ
の
予
算
要
望
な
ど

に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
し
て

い
ま
す
。

金
谷
修
支
部
長
は
、
「
組
合
は

現
場
で
働
く
『
仲
間
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
』
そ
れ
を
基
本
に
運
動

を
進
め
て
き
た
」
と
挨
拶
。
組
織

の
拡
大
運
動
、
早
朝
・
夕
方
の
駅

頭
宣
伝
、
国
会
な
ど
へ
の
は
が
き

要
請
、
各
種
要
求
の
署
名
、
東
日

本
大
震
災
復
旧
支
援
活
動
、
原
水

爆
禁
止
運
動
、
区
民
の
要
求
に
応

え
る
住
宅
相
談
な
ど
多
彩
な
取
り

組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

活
動
方
針
で
は
、
今
後
の
３
年

間
で
公
契
約
条
例
制
定
を
め
ざ
し
、

区
労
連
や
各
団
体
と
協
力
し
、
地

域
諸
団
体
へ
働
き
か
け
て
運
動
を

広
げ
て
い
く
こ
と
。

現
場
訪
問
や
駅
頭
宣
伝
活
動
を

展
開
し
て
、
対
区
要
請
行
動
、
区

議
会
各
会
派
要
請
行
動
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
組
合
員
を
拡
大
し

て
組
織
の
強
化
を
は
か
ろ
う
と
決

議
し
ま
し
た
。
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江戸時代に科学的学問を確立した蘭学者
たちは、江東に深いかかわりをもっていま
す。
前野良沢らと「解体新書」を出版した杉
田玄白は、本所、深川の患者の治療にあた
り、砂村で薬草の採取をしました。
玄白の友人の平賀源内は、深川清澄町の
別宅で、エレキテルを復元して発電する実
験に成功。田沼老中の子息や大名などの見

物客で大変にぎわいました。読売江東ビル
前に「平賀源内電気実験の地」の碑が建っ
ています。
正確な日本地図をつくった伊能忠敬は、
千葉の佐原で酒造業などで財を成し、1795
（寛政７）年、江戸に出て深川黒江町に住
みました。幕府天文方高橋至時に天文学を
学び、自宅に天文台をつくって全国を測量
し、「大日本沿海與地全図」を完成。1800
（寛政12）年から16年間、総額１万両をく
だらない大事業でした。門前仲町1丁目に
「伊能忠敬住居跡」の碑が建っています。
世界地図に唯一日本人で名を残す間宮林
蔵は、伊能忠敬に測量術を学び、1808（文
化５）年から北海道、樺太、黒竜江上流ま
で探検、間宮海峡を発見しました。晩年は
幕府の隠密となり、1844（弘化元）年，深
川蛤町（永代２丁目）で死去。墓は平野２

丁目にあります。
坪井信道は蘭方医で、1829（文政２）年

に蘭学塾を木場にひらき、３年後に冬木町

に移り「日習堂」と名づけました。２千人

の門人の中に大阪の適塾の緒方洪庵もいま

した。大村益次郎、橋本左内、福沢諭吉ら

は適塾出身ですから、明治維新の源流は冬

木町から発したといえるでしょう。

村上英俊は日本で初めて仏語を学び、18

67（慶応３）年、猿江で仏語塾「達理堂」

をひらきました。塾生は浜尾東大総長や中

江兆民ら４２９人。中江兆民訳のルソー

「民約論」は自由民権運動に火をつけ、深

川は自由民権運動の原点ともいえます。

（中江兆民の碑は亀戸天神にあります）

行
事
日
程

〇
５
月
１
日
（
水
）
９
時
開
場
・
11

時
〜
式
典
『
第
84
回
メ
ー
デ
ー
』

代
々
木
公
園

〇
５
月
６
日
（
月
・
祝
）
12
時
〜

『
国
民
平
和
行
進
出
発
集
会
』

夢
の
島
・
第
五
福
竜
丸
展
示
館
前

〇
５
月
16
日
（
木
）
18
時
半
〜

『
憲
法
学
習
会
』
講
師
・
宇
都
宮

健
児
さ
ん

カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
５

階
研
修
室
（
江
東
革
新
懇
）

〇
５
月
26
日
（
日
）
13
時
〜

『
江
東
区
労
連
23
回
定
期
大
会
』

東
京
土
建
江
東
支
部
会
館

〇
５
月
31

日
（
金
）
、
６
月
１
日

（
土
）
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
華
麗
な
休

暇
』
テ
ィ
ア
ラ
江
東

東
京
土
建
江
東
支
部
定
期
大
会

仲
間
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
！

（2１）

概説

３
月
24
日
、
江
東
区
労
連
と
江

東
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
は
、
大

島
中
の
橋
商
店
街
で
「
２
０
１
３

年
営
業
と
く
ら
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
を
行
い
24
通
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

４
月
７
日
、
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
江
東
支
部
が
『
第
58

回
定
期
大
会
』
を
す
み
だ
産
業
会
館
に
て
開
き
ま
し
た
。

「蘭学の発達と江東」

４月14日、日本共産

党江東地区委員会・江

東後援会は砂町小学校

で演説会を開催。会場

には800人が詰め掛け

ました。

あぜ上都議は「予算の3.1％を
組み替えれば７千五百人分の認可
保育園の増設、５千人人分の特養
ホームの増設、国民健康保険料５
千円の値下げが可能です。いのち
くらしを守る都政へ転換していき
ましょう！」と財源も示しながら
訴えました。
吉良よし子参議院東京選挙区候

補は「私は戦争ができる国づくり

をめざす憲法9条改悪は絶対に許
しません！」と力強く訴えました！
小池晃政策委員長は「官から民

へといっている政党が政党助成金

という公費を受け、すっかり国営

化している」と批判。「負担とい

うなら大企業、富裕層にもきっち

り負担してもらおうではありませ

んか」と訴えました。

日本共産党演説会

平賀源内のエレキテル

弁士

委員長




